
平成 29 年 12 月 1 日 ←最終的に文字を白に変更 

-1- 

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/24現在 

父島 

100/100 

母島  

97.8/100 

 

10月気象状況    （父島） 

最高気温   30.5℃ 

最低気温   22.8℃ 

平均気温   27.5℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量   107mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（11/1） 

             2,631人 

             父島      母島                

  人口      2,162人   469人 

  世帯      1,237    270 

                                               

 

 

 

父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
12
月
16
日
（
土
）
に

父
島
で
開
催
し
ま
す
。 

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

●
競
技
日
程
及
び
競
技
会
場 

場 所 種目／時間 17

高校体育館 バドミントン 10:00 ～ 12:00

卓 球 10:00 ～ 12:00

バレーボール(男子) 15:30 ～ 17:00

バレーボール(女子) 14:00 ～ 15:30

野球（シニア） 12:00 ～ 14:00

野球（ヤング） 10:00 ～ 12:00

テ ニ ス 10:00 ～ 13:00

サ ッ カ ー 15:00 ～ 17:00

ゲートボール 14:00 ～ 16:00

小中体育館

高校グランド

奥村運動場

1610 11 12 13 14 15

 

  

    

母
島
小
中
学
校
で
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
当
日
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
の
た
め
交
通

封
鎖
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
12
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
15
分
～
午
後

３
時
10
分 

予
備
日 

12
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）
午
後
１

時
15
分
～
午
後
３
時
10
分
ま
で 

 

【
コ
ー
ス
】 

＊
４
㎞
・
６
㎞
コ
ー
ス 

午
後
２
時
ス
タ
ー
ト 

 

 

村
民
会
館
前
→
脇
浜
公
園
入
口
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前 

＊
２
・
３
㎞
コ
ー
ス 

午
後
２
時
５
分
ス
タ
ー
ト 

 

村
民
会
館
前
→
東
電
タ
ン
ク
前
折
り
返
し
→
御
嶽

橋
→
村
民
会
館
前 

 

※
小
学
１
，
２
年
生
は
、
校
庭
を
使
用
し
て
３
分

間
走
お
よ
び
５
分
間
走
を
実
施 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校
３
―
２
１
８
１
～
２  

   

【
日 

時
】 

 

平
成
30
年
１
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
～
午
前
８
時
45
分 

 

※
荒
天
順
延
・
予
備
日
２
月
４
日
（
日
） 

【
会 

場
】 

 

奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町 

小
学
生
低
学
年

（
男
女

）
の

部

（
２
部

）

小
学
生
高
学
年

（
男
女

）
の

部

（
１
部

）

中
学
生
女
子
の
部

（
１
部

）

中
学
生
男
子
の
部

（
２
部

）

高
校
生
女
子
の
部

（
１
部

）

高
校
生
男
子
の
部

（
２
部

）

一
般
女
子
の
部

（
１
部

）

一
般
男
子
の
部

（
１
部

）

一
般
男
子
の
部

（
２
部

）

《
 
個
 
人
 

》
種
　
別

２
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

距
離 

 

【
部 

門
】 

《 

団 

体 

》 

 

同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞
上
位
５
名

の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
方
法
】 

 

一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
教
育
委
員

会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】 

 

12
月
１
日
（
金
）
～
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
） 

【
そ
の
他
】 

※
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

※
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
こ
ろ
に
防
災
無
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線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
競
技
終
了（
正
午
こ
ろ
）

ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
走
者
へ

の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】 

 
 

１
部
午
前
９
時
30
分
、
２
部
午
前
10
時
15
分
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 
２
―
３
１
１
７ 

    

奥
村
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
が
完

了
し
ま
し
た
。 

こ
の
改
修
工
事
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
」

を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

             

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
２
―
２
４
８
６ 

   

◎
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を
す
る

際
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

こ
の
た
め
10
月
２
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。 

 

確
定
申
告
、
年
末
調
整
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

０
３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５ 

※
受
付
時
間 

 

月
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時 

 

第
２
土
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時  

     

東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
一
部
自
己
負
担
が
生
じ

ま
す
。 

●
対
象
者
…
有
効
な
医
療
券
を
お
持
ち
の
方
で
、
生

年
月
日
が
平
成
９
年
４
月
１
日
以
前
の
方 

●
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
変
更
す
る
内
容 

①
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
の
診
療
分
か
ら
、
認
定

さ
れ
た
疾
病
に
対
す
る
保
険
診
療
の
窓
口
支
払
額
の

う
ち
、月
額
６
千
円
ま
で
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

②
月
額
の
自
己
負
担
額
は
、
各
医
療
機
関
な
ど
（
病

院
、
診
療
所
、
薬
局
）
で
「
自
己
負
担
限
度
額
管
理

票
（
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
用
）」
に
記
載
し

て
も
ら
い
、
管
理
し
ま
す
。 

③
同
じ
月
に
支
払
っ
た
各
医
療
機
関
な
ど
（
病
院
、

診
療
所
、
薬
局
）
の
医
療
費
を
合
算
し
、
月
額
の
合

計
が
６
千
円
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
月
は
そ
れ
以

上
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
「
自
己
負
担
限
度
額
管
理
票
（
東
京
都
大
気
汚
染

医
療
費
助
成
用
）」
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

使
用
す
る
新
し
い
医
療
券
と
一
緒
に
対
象
の
方
に
平

成
30
年
２
月
頃
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。 

※
18
歳
以
上
の
新
規
認
定
は
、
平
成
27
年
３
月
31

日
で
終
了
し
て
い
ま
す
。 

※
18
歳
未
満
の
方
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
窓
口
で
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

医
療
機
関
、
薬
局
等
利
用
時
は
、「

○都
医
療
券
」

と
「
自
己
負
担
限
度
額
管
理
票
」
を
必
ず
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

福
祉
保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
９
２ 

※
受
付
時
間 

月
～
金 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

      

マ
ル
親
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）
の
医
療

証
は
、
要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新

さ
れ
ま
す
。 

 

①
現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者（
資
格
者
）

に
制
度
・
更
新
の
案
内
、
申
請
書
（
現
況
届
）
を
、

11
月
に
発
送
し
て
い
ま
す
。 

②
12
月
11
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
（
現
況
届
）
と

次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

（
イ
）
資
格
審
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
村
が
保
有
す

る
税
情
報
等
を
閲
覧
す
る
事
に
同
意
い
た
だ
け
な
い

方
は
、
所
得
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
平
成
28

年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
（
市
区
町
村
の
課

税
所
得
証
明
な
ど
で
は
平
成
29
年
度
課
税
分
と
な

り
ま
す
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務
者
、
も
し

く
は
扶
養
す
る
児
童
等
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
方
の
課
税
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成

28
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

③
②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該
当

審
査
・
区
分
判
定
を
行
い
、
現
在
の
医
療
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し

ま
す
。 

 

※
②
（
ア
）
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、

前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た

方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

※
医
療
助
成
制
度
、
そ
の
他
の
医
療
給
付
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
特
に
マ
ル
子
助
成
と
マ
ル
親
助
成
と
の
優
先

順
位
（
更
新
時
期
が
異
な
る
な
ど
の
た
め
、
数
か
月

単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

※
マ
ル
乳
と
マ
ル
親
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に 

は
、
マ
ル
乳
が
優
先
し
ま
す
。 

※
マ
ル
子
と
マ
ル
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 
 

・
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、
マ
ル
親
が
優
先 

 
 

・
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、
マ
ル
子
が
優
先 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

奥
村
運
動
場
フ
ェ
ン
ス
工
事
完
了 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

気
管
支
ぜ
ん
息
の

○都
医
療
券
を 

お
持
ち
の
か
た
へ 

 

○親 

医
療
助
成
の
医
療
証
の 

更
新
時
期
で
す 
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村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◎
母
島 

【
日
時
】 

12
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分
～
５
時 

12
月
13
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午 

【
場
所
】
母
島
支
所 

２
階
小
会
議
室 

◎
父
島 

【
日
時
】
12
月
14
日
（
木
）
午
前
９
時
～
正
午
、 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

【
場
所
】
村
役
場
第
一
庁
舎 

Ａ
会
議
室 

【
相
談
費
用
】
無
料 

 

※
事
前
予
約
制 

【
予
約
期
間
】
12
月
１
日
（
金
）
～
８
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

２
―
３
１
１
２ 

     

【
実
施
日
程
】
12
月
14
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
22
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
13
日
（
水
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
12
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

●
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

   

東
京
税
理
士
会
芝
支
部
に
よ
る
税
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
確
定
申
告
の
前
に
疑
問
・
質
問
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
関
係
す
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

 

◎
母
島 

【
日
時
】
12
月
12
日(

火) 

午
後
３
時
～
午
後
４
時

30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

◎
父
島 

【
日
時
】
12
月
14
日(

木) 

午
後
１
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

※
相
談
時
間
は
概
ね
１
人
20
分
程
度 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
税
理
士
会
芝
支
部 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
３
―
６
５
１
６ 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

     

法
人
や
個
人
の
事
業
主
で
、
平
成
29
年
中
に
給
与

や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
給
与
支
払
者
は
、
す
べ

て
の
給
与
受
給
者
（
臨
時
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
事
業
専
従
者
を
含
む
）
の
「
平
成
30
年
度
給

与
支
払
報
告
書
」
を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の
住
所

地
の
区
市
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
提
出
書
類
】 

①
「
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）」 

 

：
提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
作
成
。
正
副
２
枚 

②
「
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）」 

 

：
給
与
受
給
者
一
人
に
つ
き
正
副
２
枚 

③
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切
書
）」 

 

：
普
通
徴
収
の
給
報
が
あ
る
場
合
、
提
出
先
の
区 

 
 

市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

  

作
成
は
、「
平
成
29
年
分 

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」（
国
税

庁 

制
作
）
を
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
、
漏
れ
の
無

い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
給
与
支
払

報
告
書
」
の
作
成
や
提
出
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
が
、

村
の
窓
口
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

手
書
き
用
の
複
写
式「
給
与
支
払
報
告
書
」（
同
時
に
、

所
得
税
（
国
税
）
の
「
源
泉
徴
収
票
」
も
作
成
で
き

ま
す
）
は
、
村
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必

要
な
種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。 

【
提
出
期
限
】 

 

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
） 

【
提
出
場
所
】 

 

平
成
30
年
１
月
１
日
（
月
）
現
在
で
、
受
給
者
が

居
住
す
る
住
所
地
の
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

小
笠
原
村
に
お
住
ま
い
の
方
の
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
窓
口
は
、小
笠
原
村
役
場 

財
政
課
税

務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所
庶
務
係
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
29
年
中
に
退
職
し
、
退
職
時
に
村
内

に
住
所
の
あ
っ
た
方
の
給
与
支
払
報
告
書
も
小
笠
原

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
村
へ
提
出
さ
れ
た
給
与

支
払
報
告
書
は
、
住
民
票
を
確
認
し
、
転
出
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、転
出
先
の
市
町
村
に
転
送
し
ま
す
。 

な
お
、
実
際
に
小
笠
原
村
内
に
住
ん
で
い
る
、
も

し
く
は
、
住
ん
で
い
た
も
の
の
、
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
方
は
住
民
票
で
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
、
状
況
・
実
態
確
認
の
た
め
、
照
会
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
繁
忙
期
な
ど
に
、
内
地
に
お
住
ま
い
の
方

を
一
時
的
に
雇
っ
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
方
の
内
地

の
住
所
地
の
役
所
に
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用

し
て
、
電
子
的
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

 
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
登
記
相
談 

税
の
無
料
相
談
会 

 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 
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給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
後
に
異
動
（
転
勤
・
退

職
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
給
与
所
得
者
異
動
届

出
」
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
用
紙
は
、
村
の

窓
口
、
も
し
く
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
）。 

 

用
紙
や
手
引
き
な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先 

 

小
笠
原
村 

税
金
（
申
請
・
届
出
）
検
索 

   

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

      

村
で
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
適

正
な
課
税
の
た
め
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

調
査
は
、
主
に
土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
や
償
却

資
産
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
調
査
員
は
必
要
に
応
じ
て
敷
地
内
に
立
ち

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２  

      

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

 

【
募
集
期
間
】
12
月
１
日
（
金
）
～
21
日
（
木
） 

【
対
象
事
業
】 

 

○
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 

①
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す
る
事
業 

 

②
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業 

 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等 ○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
）

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】
12
月
１
日
～
平
成
30
年
11
月
末
日

ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

 

   
 
 
 
 
 
 

【
収
集
日
】
12
月
13
日 

(

水) 

  

粗
大
ご
み
収
集
日
は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
で
す
。 

 

粗
大
ご
み
も
、
資
源
物
同
様
に
出
せ
る
も
の
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方 

父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
村
役

場
建
設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日(

木)

ま
で
に
、

必
ず
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５  

     

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（
金
）
か
ら
平
成
30

年
１
月
３
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
ま
す
。 

 

な
お
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所
に
掲
示
し
、

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
に
も

お
っ
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

お
乗
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

   

今
年
の
年
末
年
始
も
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ

マ
ル
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
様
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
点
灯
は
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
幼
鳥
の
巣
立

ち
に
あ
わ
せ
、
点
灯
式
を
も
っ
て
開
始
し
ま
す
。
点

灯
式
は
島
内
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
お
時

間
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

【
期
間
】
平
成
30
年
１
月
21
日(

日)

ま
で 

【
時
間
】
午
後
４
時 

～ 

午
後
10
時 

※
12
月
24
日(

日)

、
25
日(

月)

、
31
日(

日)

は
、

深
夜
０
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

   

出
張
期
間
：
10
月
21
日
～
11
月
１
日 

 

・
都
町
村
会
町
村
長
会
議 

・
東
京
都
道
路
整
備
事
業
推
進
大
会 

・
関
東
の
港
湾
を
考
え
る
意
見
交
換
会 

・
関
東
地
区
港
湾
整
備
・
振
興
大
会 

・
経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
る
港
づ
く
り
全
国
大
会 

・
国
会
議
員
と
の
面
談 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等  

   

11
月
20
日
付 

【
採
用
（
主
事
級
）】 

医
療
課
付 

小
松 

佐
智
子
（
介
護
福
祉
士
） 

 
 【

退
職
者
】《 

》
内
は
旧
所
属 

11
月
30
日
付 

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

（
第
３
回
） 

 

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
収
集(

父
島) 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

年
末
年
始
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施 

 

村
長
出
張
報
告 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 
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上
部 

紋
子
（
看
護
師
）《
医
療
課
診
療
所
係
（
父
島

診
療
所
）》 

 

       

12
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）
の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
は
、
12
月
25
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
４
日(

木)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

            東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、
銃

器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
行
な
い
ま
す
。
安
全
確

保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト

に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

  

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を

除
く
、
別
図
参
照
） 

 

【
作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

 

12
月
４
日(

月)

・
11
日(

月) 

①
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

②
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

   
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 小

笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
７ 

  

   

【
日
時
】
12
月
18
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

   

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
・
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
い
た
し
ま

す
。 

【
内
容
】『
レ
モ
ン
の
剪
定
講
習
会
』 

【
講
師
】 

荒
井
那
由
他（
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
） 

◎
母
島 

【
日
時
】
12
月
19
日
（
火
）
午
前
９
時
～
10
時
30

分 【
場
所
】
濱
崎
農
園
（
旧
徳
井
農
場
） 

◎
父
島 

【
日
時
】
12
月
22
日
（
金
）
午
前
９
時
～
10
時
30

分 【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
居
住
す
る
農
業
者 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

      
 
 
 

小
笠
原
で
の
講
習
会
の
開
催
は
５
年
に
一
度
と
な

り
ま
す
の
で
、該
当
の
方
は
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
船
舶
を
用
い
て
乗
客
を
漁
場
に
案
内
し
、
釣
り
等

の
方
法
で
水
産
動
植
物
を
採
捕
さ
せ
る
事
業
を
遊
漁

船
業
と
い
い
ま
す
。 

 

◎
父
島 

【
開
催
日
】
平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

◎
母
島 

【
開
催
日
】
平
成
30
年
１
月
21
日
（
日
） 

【
場
所
】
村
役
場
母
島
支
所 

大
広
間 

※
時
間
は
と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
６
時
頃（
予
定
） 

 

第
３
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 
今
月
の
納
期
限
お
よ
び 

口
座
振
替
日 

  

 

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
お
よ
び 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め 

 

遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会 

の
開
催
に
つ
い
て 

 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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※
受
講
に
は
、
事
前
に
「
遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習

会
テ
キ
ス
ト
」
の
購
入
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
受
講
申
し
込
み
方
法
】 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
担
当
に
あ
る
「
受
講
申

込
書
」
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

２
―
２
１
０
５ 

※
講
習
会
テ
キ
ス
ト
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
釣
り
団
体
協
議
会 

０
３
―
３
２
６
５
―
４
１
９
３ 

    

◎
武
道
始
に
つ
い
て 

平
成
30
年
武
道
始
式
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
場
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
日
時
】
平
成
30
年
１
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
～ 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

体
育
館 

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ 

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
飲
酒

し
た
ら
絶
対
に
運
転
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

飲
酒
運
転
に
よ
り
事
故
を
起
こ
す
と
最
長
で
懲
役

20
年
、
事
故
現
場
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら
、
最
長

で
30
年
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
者
の

怪
我
に
は
、
自
動
車
保
険
は
支
払
わ
れ
ず
、
健
康
保

険
の
支
給
も
拒
否
ま
た
は
制
限
さ
れ
ま
す
。 

 

飲
酒
し
た
翌
日
は
、
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
刑
事
罰 

 

交
通
事
故
を
伴
わ
な
い
飲
酒
運
転 

５
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金 

 

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故 

20
年
以
下
の
懲

役 ○
行
政
罰 

 

最
低
で
も
90
日
間
の
免
許
停
止 

 

最
大
で
免
許
取
り
消
し
の
上
、
欠
格
期
間
10
年 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

    

 

小
笠
原
高
校
で
は
、
学
力
向
上
及
び
学
力
定
着
を

目
指
し
た
自
習
力
の
育
成
の
た
め
に
、
12
月
の
土
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
ま
で
、
武
道

棟
１
階
（
講
義
室
１
・
講
義
室
２
）
を
土
曜
自
習
館

と
し
て
静
か
な
学
習
室
を
求
め
る
受
験
生
（
高
校
生

に
限
り
ま
せ
ん
）
に
開
放
し
ま
す
。
進
学
対
策
・
学

び
直
し
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６  

      

父
島
・
母
島
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
「
未

来
に
残
そ
う
青
い
海
」
を
テ
ー
マ
に
小
笠
原
の
海
を

描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
作
品
の
展
示
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご
来
場
く
だ
さ

い
。 

 

【
展
示
内
容
】 

 

平
成
29
年
度
小
笠
原
海
上
保
安
署
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
・
海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」 

 

図
画
作
品 

31
点 

  

【
展
示
期
間
・
場
所
】 

①
12
月
15
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
旧
館
ホ
ー
ル
レ
ク
チ

ャ
ー
ル
ー
ム
※
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

②
12
月
17
日
（
日
）
か
ら
平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時 

 

母
島
沖
港
船
客
待
合
所
※
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中

は
土
日
も
開
催
し
ま
す
。 

③
12
月
21
日
（
木
）
～
平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
） 

お
が
さ
わ
ら
丸 

４
デ
ッ
キ 

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８

     

小
笠
原
海
上
保
安
署
で
は
、
排
出
油
に
よ
る
海
洋

汚
染
の
拡
大
防
止
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
張
す
る
た
め
、
二
見
港
・

二
見
漁
港
間
を
一
時
通
行
止
め
に
し
ま
す
。
訓
練
中

は
、
二
見
港
・
二
見
漁
港
間
の
航
行
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
訓
練
日
時
】
12
月
19
日
（
火
） 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

【
通
行
止
め
区
間
】 

二
見
港
～
二
見
漁
港
間  

  

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２
―
７
１
１
８  

 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

 

土
曜
自
習
館 

 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・ 

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル 

展
示
会
の
開
催 

 

 

二
見
港
・
二
見
漁
港
間
の 

船
舶
一
時
通
行
止
め 
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是
非
こ
の
機
会
に
ご
乗
船
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
日
、
青
灯
台
駐
車
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
小
学

生
以
下
の
お
子
様
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時 

【
概
要
】
１
回
約
15
分
間
の
二
見
港
内
の
体
験
航
海 

 

※
海
難
等
発
生
し
た
場
合
、
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８  

       

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
７
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
７
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

      

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の

み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
受
診
で
き
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
今
月
は
内
地
か
ら
小
児

科
医
が
来
島
し
、
行
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

◎
父
島 

【
日
時
】
12
月
12
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分 12
月
13
日
（
水
）
午
前
９
時
～
10
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

◎
母
島 

【
日
時
】
12
月
14
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
12
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分 

【
集
合
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
運

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

栄
養
士
と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
ヶ
月
か
ら
12
か
月
の
お
子

さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
】
12
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分 【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

          

夜
間
休
日
等
、診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪
我
、

歯
痛
な
ど
は
１
１
９
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

 
歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
医
科

の
当
番
医
師
が
診
察
し
ま
す
。 

 

な
お
診
療
所
職
員
へ
直
接
の
ご
連
絡
は
お
や
め
く

だ
さ
い
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

◎
小
児
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
程
》
12
月
13
日
（
水
） 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
程
》
12
月
15
日
（
金
） 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時 

 

◎
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》 

12
月
21
日
（
木
）
～
22
日
（
金
）
午
前
・
午
後 

12
月
25
日
（
月
）
～
26
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
12
月
19
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

 
小
笠
原
海
上
保
安
署 

さ
ざ
ん
く
ろ
す
体
験
航
海
実
施 

 

定
期
予
防
接
種 

  

小
児
科
医
に
よ
る
乳
幼
児
健
診 

・
歯
科
健
診 

    

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 
 

 

育
児
学
級
（
離
乳
食
の
会
）
父
島 

  
 

 

夜
間
休
日
等
、 

診
療
時
間
外
診
療
に
つ
い
て 

 
 

 

専
門
診
療 
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12
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,638 等級 大人 小人

48,600 41,580 24,300 (+0) 4,230 2,120

(+0) (+0) (+0) 14,558 (+350) (+180)

35,100 28,080 17,550 (+0) 5,080 2,540

(+0) (+0) (+0) 13,392 (+420) (+210)

26,450 21,160 13,230 (+0) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+0) (+0) (+0) 1,567
23,210 18,570 11,610 (+0)

(+0) (+0) (+0) 1,166 8,742
等級 村民 村民小人 身障者 (+0) (+448)

39,830 19,920 24,300 8,196
(+0) (+0) (+0) (+420)

26,330 13,170 17,550 7,650
(+0) (+0) (+0) (+392)

19,840 9,920 13,230 876
(+0) (+0) (+0) (+45)

17,410 8,710 11,610 660
(+0) (+0) (+0) (+34)

小口
0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

3等品

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

12月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3
(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復

5,000

 

    

「
あ
か
ぽ
っ
ぽ
こ
と
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
が
絶

滅
回
避
に
向
け
て
回
復
し
て
い
る
こ
と
」
を
祝
う
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
８
日
（
金
）
午
後
６
時
～
９
時 

【
会
場
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

平
成
20
年
１
月
に
小
笠
原
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
カ

ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
保
全
計
画
作
り
国
際
ワ
ー
ク
シ

ョ
ツ
プ
」
を
契
機
に
、
ネ
コ
対
策
を
は
じ
め
と
し
た

ハ
ト
保
全
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
ハ
ト
は
10
年
前
の

推
定
60
～
80
羽
か
ら
、
少
な
く
と
も
５
倍
ほ
ど
に

回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。 

ハ
ト
の
保
護
活
動
に
関
わ
っ
て
き
た
方
々
、
ま
た

愛
称
を
考
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
10
年
目
の
節
目
に
是
非
、
ハ
ト
回
復
を
共
に
お
祝

い
し
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
ネ
ッ
ト 
２
―
３
７
７
９ 

  

    

商
工
会
青
年
部
で
は
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜
海
岸 

駐
車
場 

受
付
は
当
日
、
現
地
に
て
行
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
ま
す

が
、
軍
手
・
お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６  

        

12
月
恒
例
の
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
出
店

者
お
よ
び
寄
付
物
品
を
募
集
し
ま
す
。 

  

ま
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。 

（
申
込
不
要
、
当
日
９
時
か
ら
準
備
可
、
売
上
の
一

部
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。） 

 

【
日
時
】
12
月
10
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら
午
後

２
時
ま
で 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６  

     

        

昔
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
「
小
笠
原
凧
」
の
作
り
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】 

12
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
８
時 

12
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分 

12
月
25
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 

大
会
議
室 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

大
人
ま
で 

※
小
刀
や
火
を
使
用
し
ま
す
。 

【
定
員
】
30
名 

【
持
ち
物
】
参
加
費
１
０
０
円
（
保
険
代
等
）・
軍
手
・

雑
巾
・
水
筒
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装 

【
申
込
方
法
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付
横
の
申
込
箱
に

申
込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

※
用
紙
は
受
付
に
あ
り
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
12
月
13
日
（
水
） 

※
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
凧
保
存
会 

 

森
本 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
１
２
９
３  

 

 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
日
の
集
い 

～
10
周
年
記
念
大
会
～ 

 

宮
之
浜
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施 

  

福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催 

 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
自
主
事
業 

「
小
笠
原
凧
」
作
り
方
教
室 
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ク
リ
ス
マ
ス
の
前
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

「
お
茶
の
世
界
」
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

今
年
も
日
本
の
伝
統
文
化
「
お
茶
の
作
法
や
心
」

を
学
ん
で
い
る
子
供
た
ち
が
、
お
点
前
（
お
茶
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
皆
様
を
お
迎
え

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
が
、
小
さ

な
お
子
様
は
、
静
か
に
座
る
こ
と
が
で
き
て
、
付
添

い
の
方
と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
17
日
（
日
）
①
午
後
１
時
～
②
午
後

１
時
30
分
～ 

【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
お
茶
、
お
菓
子
、
黒
文
字
、

保
険
料
） 

【
申
込
み
】
電
話
又
は
メ
ー
ル
に
て
受
付 

【
締
切
】
12
月
10
日
（
日
） 

【
持
ち
物
】
白
い
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、
参
加
費 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
主
催
】
小
笠
原
村
伝
統
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員

会 【
講
師
】
竹
田
宗
洋
（
補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道

会
） 

※
こ
の
事
業
は
、 

「
平
成
29
年
度
文
化
庁
文
化
芸

術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
事
業
）」
で
運
営
さ
れ
ま
す
。 

 

●
申
込
・
お
問
合
せ 

竹
田
洋
子 

０
９
０
―
１
０

２
１
―
０
４
１
０ 

メ
ー
ル
：ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

   

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
・
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日 

午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃 

②
12
月
31
日 

午
後
10
時
～
深
夜
１
時
頃 

③
１
月
１
日 

 

午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時
頃 

※
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】 

①
②
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
他 

③
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
に
て
、海
で
の
安
全
管
理（
経

験
者
・
有
資
格
者
歓
迎
） 

【
時
給
】
千
円
～
１
８
０
０
円 

※
募
集
人
数
に
達
し
次
第
、
応
募
を
締
切
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７  

     

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
天
候
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

【
開
催
日
】
平
成
30
年
１
月
１
日
（
月
） 

【
集
合
時
間
】
早
朝
４
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

【
内
容
】
船
客
待
合
所
か
ら
都
道
最
南
端
ま
で
車
で

送
迎
、
小
富
士
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
、
初
日
の

出
を
見
ま
す
。
懐
中
電
灯
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
参

加
無
料
・
事
前
申
込
不
要
） 

◎
母
島
海
び
ら
き
２
０
１
８ 

【
開
催
日
】
平
成
30
年
１
月
１
日
（
月
） 

【
時
間
】
午
前
10
時
～
昼
の
12
時
30
分
頃 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
小
笠
原
太
鼓
・
新
春
鏡
割
り
・
南
洋
踊
り
・

宝
探
し
ゲ
ー
ム
・
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
・
ギ
ョ
サ
ン

飛
ば
し
大
会 

※
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
の
申
し
込
み
は
12
月
27

日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
母
島
観
光
協
会
ま
た
は

村
役
場
母
島
支
所
へ
。
３
人
１
組
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

◎
羽
根
つ
き
大
会 

【
開
催
日
】
平
成
30
年
１
月
２
日
（
火
） 

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０  

        
 
 

【
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、
12
月

24
日
～
１
月
10
日
毎
日
開
館 

【
通
常
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
夜
間
～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
12
月
19
日
は
臨
時
休
館
日
で
す
。 

【
特
別
展
】 

■
本
館 

 
Select

｢

10｣

展
～
特
別
展
15
年
の
軌
跡
か
ら 

～
開
催
中 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
所
で
あ
る
特
別
展
は
、

平
成
15
年
か
ら
始
ま
り
15
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
開
催
し
た
も
の
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
展
示
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
新
館
「
つ
な
が
る
島
々
展
」
～
開
催
中 

西
之
島
の
最
新
情
報
を
含
め
、
小
笠
原
の
島
々
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１  

      

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必
要

な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
等
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易

講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

●
父
島
会
場 

【
日
時
】
12
月
13
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
～
４

 
子
ど
も
茶
会
開
催 

お
客
様
募
集 

 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト 

ア
ル
バ
イ
ト
大
募
集 

  

日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン

グ
＆
母
島
海
び
ら
き
２
０
１
８ 

 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
） 
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時
30
分 

た
だ
し
、
当
日
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別
途
電
話

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

●
母
島
会
場 

【
日
時
】
12
月
２
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

●
必
要
な
物 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

平
成
30
年
度
、
父
島
、
母
島
及
び
聟
島
の
森
林
生

態
系
保
護
地
域
内
（
国
有
林
）
の
指
定
ル
ー
ト
を
ガ

イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方

を
対
象
と
し
た
新
規
及
び
継
続
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
は
、
南

島
又
は
石
門
の
限
定
で
す
。
そ
れ
以
外
の
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

１ 

対
象
者 

①
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ

る
方 

②
①
を
受
講
さ
れ
た
方
又
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
登
録
ガ
イ
ド
（
陸
域
ガ
イ
ド
）
の
方
で
東

平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー 

(

Ｓ
Ａ) 

の
林
内
歩
道
２
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方 

２ 

受
付
期
間
お
よ
び
受
付
時
間 

 

12
月
４
日
（
水
）
～
講
習
前
日
ま
で
の
午
前
８
時
～

午
後
５
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

の
閉
庁
日
及
び
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
。） 

３ 

受
付
方
法 

 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
希
望

の
講
習
内
容
を
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
当
日
は
、
18
歳
以
上(

平
成
29
年
４
月
１
日
現

在)

で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

４ 

会
場
及
び
開
催
日
時 

 
 
 
 
 
 

◎
父
島
会
場
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更
新
）】 

《Ⅰ

》
２
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分 《Ⅱ

》
３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分 【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】 

《Ⅰ

》
２
月
20
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時 

（
※
堀
越
和
夫
氏
特
別
講
演
あ
り
） 

《Ⅱ

》
３
月
９
日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時 

（
※
特
別
講
演
な
し
） 

◎
母
島
会
場
：
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更
新
）】 

《Ⅰ

》
１
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

  

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２
―
２
１
０
３ 

   

外
来
樹
種
で
あ
る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
駆
除
木
等

の
有
効
活
用
と
シ
ロ
ア
リ
防
除
対
策
等
の
観
点
か
ら
、

小
割
に
し
て
移
動
式
炭
化
炉
に
詰
込
み
、
製
炭
に
す

る
取
組
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
、
木
炭

引
換
券
の
配
付
、
飾
り
炭
体
験
及
び
丸
太
ト
ー
チ
燃

焼
体
験
も
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
現
地
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
参
加
者
の
う
ち
、
木
炭
の
お
受
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
19
日
（
火
）
以
降
、
事
前
連

絡
の
う
え
、
お
配
り
し
た
引
換
券
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

【
日
時
】 

12
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
～
（
炭
焼
公
開
） 

※
希
望
者
は
、
12
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
の

窯
出
し
も
参
加
で
き
ま
す
。 

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
翌
日
以
降
に
順
延
し

ま
す
。 

【
場
所
】 

父
島
字
洲
崎
の
国
有
林
内
「
移
動
式
炭
化
炉
」 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

世
界
自
然
遺
産
の
適
正
な
管
理
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

管
理
計
画
改
定
案
お
よ
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改

定
案
等
に
つ
い
て
、
科
学
委
員
会
で
は
科
学
的
な
見

地
か
ら
、
地
域
連
絡
会
議
で
は
地
元
関
係
者
を
交
え

て
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
う

予
定
で
す
。 

父
島
と
母
島
お
よ
び
関
東
地
方
環
境
事
務
所
（
さ

い
た
ま
新
都
心
）
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
つ
な

ぐ
予
定
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
皆
様
の
参
加
・
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議 

【
日
時
】
12
月
22
日
（
金
）
午
後
３
時
～
５
時 

◎
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会 

【
日
時
】
12
月
26
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時 

【
会
場
】
両
会
議
共
通 

《
父
島
》
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

《
母
島
》
村
役
場
母
島
支
所 

会
議
室 

《
内
地
》
関
東
地
方
環
境
事
務
所 

会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

    

 

保
護
地
域「
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
向
け
利
用
講
習
会
」（
父
島
・

母
島
） 

 

国
有
林
「
炭
焼
体
験
」（
父
島
） 

 

 

「
第
２
回
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡

会
議
」
お
よ
び
「
地
域
科
学
委
員
会
」 

の
開
催 
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【
開
催
日
時
】 

12
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
開
催
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 

◎
企
画
展
示
「
知
っ
て
み
よ
う
！
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン

ミ
ョ
ウ
」 

絶
滅
の
危
機
に
あ
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る
の
か
？
大
型
ケ
ー

ス
で
実
際
に
動
い
て
い
る
様
子
を
観
察
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
標
本
も
あ
る
の
で
、
じ
っ
く
り
観
察
で
き
ま

す
。
こ
ど
も
向
け
に
ぬ
り
絵
や
ス
タ
ン
プ
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

◎
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
飼
育
現
場
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー 

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
ど
ん
な
昆
虫
な
の
か
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
実
際
の
飼
育
現
場
を
解
説
付
き
で
ご

案
内
し
ま
す
。 

【
集
合
場
所
】
受
付
窓
口
横 

※
開
催
時
ア
ナ
ウ
ン

ス
有 

【
開
催
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

１
回
20
分
計
６
回 

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
開
催
時
間
ま
で
に
ご
来
館

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２
―
７
１
７
４  

 

    

海
況
不
良
の
た
め
中
止
し
た
「
西
島
外
来
植
物
除

去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
改
め
て
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
23
日(

土)

午
前
８
時
～
午
後
３
時

頃 ※
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
中
止
し
ま

す
。 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
宮
之
浜 

【
作
業
場
所
】
西
島
の
林
内 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生

以
上
の
方 

【
内
容
】西
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆
除
作
業（
２

時
間
程
度
）
と
生
き
物
観
察 

※
上
陸
地
点
は
、
ぬ
れ
た
岩
場
の
た
め
足
元
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
（
登
山
靴
、
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
の
こ
ぎ
り

等
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

環
境
課 
２
―
３
１
１
１ 

      

「
人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が
共
存
す
る
島
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
11
月
16
日
（
母
島
）、
18
日
（
父

島
）
に
開
催
し
ま
し
た
。 

【
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
（
東
京
都
獣
医
師
会 

髙
橋
氏
の
お
話
）】 

・
ペ
ッ
ト
の
役
割
が
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
た
。

特
に
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

・「
適
正
飼
養
」
の
姿
も
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
、
地

域
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。イ
ヌ
や
ネ
コ
の
避
妊
去
勢
、

ネ
コ
の
室
内
飼
育
は
、
ペ
ッ
ト
の
幸
せ
の
た
め
に
も

大
切
。 

【
ネ
コ
条
例
か
ら
ペ
ッ
ト
条
例
へ（
神
奈
川
大
学 

諸

坂
准
教
授
の
お
話
）】 

・
ペ
ッ
ト
由
来
の
外
来
種
問
題
は
人
の
責
任
。 

・
海
外
の
例
で
は
、
餌
を
あ
げ
た
時
点
で
飼
い
主
と

し
て
の
責
務
が
発
生
す
る
ほ
か
、
自
然
生
態
系
を
含

め
た
社
会
へ
の
悪
影
響
に
対
す
る
責
任
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。 

・
世
界
遺
産
を
目
指
し
て
い
る
奄
美
地
域
で
は
、
小

笠
原
の
ネ
コ
条
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
よ
り
厳
し
い

ル
ー
ル
を
定
め
た
。 

・
小
笠
原
の
生
態
系
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
ネ

コ
で
の
取
組
を
基
礎
に
し
た
ペ
ッ
ト
条
例
を
目
指
す

べ
き
。 

【
今
後
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
】 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
新
し
い
ル
ー
ル
を
作
る

目
的
は
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
も
伝
わ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
の

内
容
は
、
小
笠
原
の
将
来
像
も
思
い
描
き
な
が
ら
、

更
に
話
し
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

２
―
３
１
１
１ 

    
【
休
診
日
】
12
月
１
日（
金
）、８（
金
）、
29
日
（
金
）

～
１
月
５
日
（
金
） 

※
年
明
け
の
診
療
は
１
月
10
日
（
水
）
か
ら
再
開
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
） 

２
―
３
１
１
１ 

       

「
初
ク
ジ
ラ
は
母
島
か
ら
！
！
」 

 
 

11
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、「
そ
ろ
そ
ろ
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
の
で
は
？
」
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
と
う
と
う
初
ク
ジ
ラ
発
見

の
一
報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
！ 

 

今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
発
見
は
、
昨
年
度
よ
り
２
週

間
遅
い
11
月
16
日
。
母
島
よ
り
、
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。発
見
場
所
は
、母
島
東
崎
沖
と
の
こ
と
。

鍋
弦
山
の
上
か
ら
何
度
も
ク
ジ
ラ
の
ブ
リ
ー
チ
ン
グ

が
確
認
で
き
た
よ
う
で
す
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
も
早
速
、
Ｂ

シ
ッ
プ
前
に
初
ク
ジ
ラ
を
知
ら
せ
る
「
鯨
の
ぼ
り
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
毎
年
12
月
か
ら
５
月
末
に
か
け
て
、

ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
定

点
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
荒
天
時
や
海
況
不
良

の
と
き
は
中
止
）。
来
月
の
村
民
だ
よ
り
か
ら
は
、
観

測
結
果
の
速
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
次
の
よ
う
な

自
主
ル
ー
ル
に
基
づ
く
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽

し
ま
れ
る
際
は
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿

を
観
察
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

【
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
】 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

○
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
、
こ
ち

ら
か
ら
侵
入
し
な
い
。 

○
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

 
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
イ
ベ
ン
ト
（
父
島
） 

 

西
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集 

   
 

 

ペ
ッ
ト
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告 

  
 

 
動
物
対
処
室
の
休
診 
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●
問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５  

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
三
十
二
貝
「
マ
イ
マ
イ
、
動
物
園

へ
」 

 

世
界
中
の
動
物
を
観
た
り
触
っ
た
り
し
て
楽
し
め

る
動
物
園
が
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
大
好
き
だ
っ
た
。
老

若
男
女
に
分
け
隔
て
な
く
、
動
物
た
ち
と
の
心
の
距

離
を
縮
め
て
く
れ
る
特
別
な
場
所
だ
と
思
う
。
そ
こ

へ
、
僕
ら
が
育
て
た
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
を
連
れ
て

い
け
る
日
が
来
る
と
は
。 

動
物
園
に
は
絶
滅
危
惧
種
の
箱
舟
を
す
る
役
目
も

あ
る
。
絶
滅
か
ら
救
い
、
野
生
に
帰
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
。 

ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
で
は
ア

カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
、
オ

ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
な
ど
で
、
本
土
の
動
物
園
や

昆
虫
館
に
よ
る
繁
殖
技
術
開
発
が
さ
れ
て
き
た
。
オ

ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
で
は
野
生
復
帰
も
実
現
し
始

め
た
。 

 

そ
し
て
今
年
、
マ
イ
マ
イ
に
も
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
た
。
多
く
の
種
類
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
、
長
期

を
見
越
し
た
計
画
的
な
保
全
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
遺
産
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
上
野
動
物

園
、
多
摩
動
物
公
園
、
井
の
頭
自
然
文
化
園
、
葛
西

臨
海
水
族
園
が
連
携
し
て
飼
育
繁
殖
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
た
。 

日
本
の
動
物
園
が
カ
タ
ツ
ム
リ
を
保
全
す
る
の
は

史
上
初
め
て
。
他
の
動
物
と
は
少
し
異
な
り
、
地
元

で
開
発
し
た
技
術
を
基
盤
に
、
繁
殖
計
画
、
飼
育
方

法
、
普
及
啓
発
な
ど
、
プ
ロ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ミ
ッ

ク
ス
し
て
よ
り
良
い
保
全
に
つ
な
げ
る
。
新
チ
ー
ム

の
知
識
と
技
術
を
結
集
し
て
、
マ
イ
マ
イ
の
未
来
の

た
め
に
、
こ
の
秋
か
ら
新
た
な
一
歩
を
進
み
は
じ
め

た
。 日

本
に
は
８
０
０
種
あ
ま
り
の
マ
イ
マ
イ
が
い
る

が
、そ
の
半
数
あ
ま
り
が
絶
滅
危
惧
と
さ
れ
て
い
る
。

動
物
園
で
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
保
全
が
成
功
す
れ
ば
、

全
国
の
マ
イ
マ
イ
を
救
う
扉
を
開
く
こ
と
に
つ
な
が

る
か
も
。 

小
笠
原
力
を
、
日
本
力
へ
。 

            

   

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章
【
イ
ラ

ス
ト
】
田
村
結 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
１
９
９ 

 

―
ふ
化
後
調
査
も
終
了
― 

 

４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
行
な
っ
た
産
卵
調
査
で

確
認
し
た
産
卵
巣
か
ら
、
約
２
か
月
後
の
稚
ガ
メ
が

脱
出
し
た
後
を
見
計
ら
い
、
ふ
化
し
た
後
の
殻
を
す

べ
て
掘
り
出
し
て
ふ
化
状
況
を
調
べ
る
、
ふ
化
後
調

査
も
11
月
上
旬
で
残
す
と
こ
ろ
５
０
０
巣
を
切
り

ま
し
た
。 

 

ふ
化
率
の
良
い
産
卵
巣
だ
と
、
ふ
化
殻
ば
か
り
出

て
き
ま
す
が
、
全
部
の
卵
が
ふ
化
す
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ジ
ニ
―
ビ
ー
チ
や
小
浜
な
ど
、
奥
行
き
の

狭
い
浜
や
、
沢
が
で
き
や
す
い
浜
で
は
、
台
風
や
大

雨
に
よ
り
産
卵
巣
が
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
卵
は
長
時
間
水
に
浸
か
る
と
、
呼
吸

が
で
き
ず
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
粘
土
質
の
浜
は

水
は
け
が
悪
く
、
卵
が
水
没
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
浜
や
ブ
タ
海
岸
な
ど
、
日
が
良

く
当
た
り
、
色
の
つ
い
て
い
る
砂
質
の
産
卵
巣
は
高

温
に
な
り
や
す
く
、
ふ
化
ま
で
の
間
隔
は
短
い
で
す

が
、
一
部
の
卵
は
高
温
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浜
に
よ
っ
て
、
ふ
化
状

況
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

海
岸
の
形
状
、
砂
の
温
度
、
砂
質
以
外
に
も
ふ
化

率
を
左
右
す
る
原
因
と
し
て
、
食
害
が
あ
り
ま
す
。

世
界
各
地
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
あ
り
ま
す
が
、

小
笠
原
で
の
ふ
化
率
は
、
他
の
産
卵
地
と
比
べ
る
と

非
常
に
低
い
の
で
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
ス
ナ
ガ
ニ
に
よ
る
食
害
で
す
。
他
に
も
ネ
ズ

ミ
、シ
ロ
ア
リ
、ア
リ
な
ど
の
食
害
も
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
６
～
７
割
の
産
卵
巣
が
カ
ニ
に
よ
る
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

の
も
、
お
よ
そ
44
年
間
も
調
査
を
続
け
て
き
た
結
果

で
す
。
今
い
る
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
体
力
と
根

気
の
必
要
な
調
査
を
脈
々
と
引
き
継
ぎ
続
け
た
多
く

の
方
々
の
努
力
の
賜
物
で
す
。 

今
後
は
、こ
れ
ら
の
地
道
な
調
査
デ
ー
タ
を
使
い
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
解
明
は
も
ち
ろ
ん
、
島
の
観
光
資

源
で
も
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
全
活
動
を
島
内
外
へ
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
来
年
は
、
そ
ん

な
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
土
台
で
も
あ
る
調
査
に

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ビ
ー
チ
で
た
く
さ
ん
穴
を

掘
る
の
は
大
変
で
す
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
よ
り
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
ビ
ー
チ
や
属

島
に
も
行
け
ま
す
。
色
々
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
知
識
は
も

ち
ろ
ん
、新
た
な
気
付
き
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net    
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高血圧の状態をほっておくと・・・ 

 

                                

                                 

                                 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 ２ １ ４ 号― 

 

クジラの伝言板 

 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：高血圧ってよく聞くけど、けっこう怖いんだね。何から取り組めるかな・・・ 

保健師：気を付けるポイントはいくつかありますが、まずは結果説明会＆栄養教室への参加を 

お勧めしますよ。 

クジラ：あ！栄養教室って去年ミートローフを作ったやつだ！行ってみたかったんだよね。 

保健師：男性の参加ももちろん OK!ぜひ来てくださいね。今年の献立はなにかな～♪ 

健康診断は受けられましたか？体重や腹囲が増えていた／減っていた人、血圧が高かった／低かった人など

色々とは思いますが、ご自身の数値はいかがでしたか。結果の返却は 12月下旬～1月上旬になりますが、 

今月は血圧に焦点を当てて、「高血圧」について考えてみましょう。 

あなたは大丈夫ですか 

ちなみにキリンの血圧は
260/160 ぐらいです。
高いですね～ 

私たちの心臓は、脳や筋肉に酸素を送るために圧力をかけ

て血液を送り出しています。この圧力が「血圧」です。も

ちろんある程度の圧力は必要ですが、圧力が高くなりすぎ

ると、血管が傷つき、色々な病気を引き起こします。 

この血圧が高くなりすぎた状態が「高血圧」です。 

安全 危険 

収縮期血圧 

拡張期血圧 

至適血圧 正常血圧 正常高値血圧 高血圧 

120 
mmHg 

130 
mmHg 

140 
mmHg 

80 
mmHg 

85 
mmHg 

90 
mmHg 

へぇ～。上の血圧が140を超えると高血圧なんだ。 
でも私も血圧 160ぐらいあるけれど、別に何とも
ないよ。ほっておいても良いんじゃないの？ 

高血圧って何？ 

血管に送り出す血液の

圧力が強い状態が続く 

血管に負担が

かかる 

血管が傷つく 

血管が硬くなる 

(動脈硬化) 
心臓病 

更に血圧が 
高くなる 

脳卒中 

えっ？！高血圧ってほっとくとそんな危ない
状態になるの？！知らなかった・・・ 

もぅ・・・ 
だからほっておいちゃダメって言ったでしょ！ 
先生、血圧を下げる良い方法は何かありますか？ 

まぁまぁ、そう怒らずに・・・ 
でも、ほっておいたのはいけないですね。 
これを機に血圧を下げる健康習慣を取り入れましょう。 
ポイントは減塩と運動ですよ。 

血圧は約３kg 減量すると改善してくると言われてい

ます。食事で気を付けるだけでなく、体を動かすこと

も大切です。 

塩分の取りすぎは、血圧を高くする大きな原因です。 

食事での塩分摂取の 70%は調味料や加工食品からの摂取と

言われており、外食や調味料の選択に注意が必要です。 

例えば、こんな工夫が出来ます 

  ・今より 10分だけ多く体を動かしてみる 

  ・ヘルスアップ教室に参加してみる 

例えば、こんな工夫が出来ます 

・汁物は具沢山にして、塩分が多い汁を減らす 

・調味料だけでなく、香辛料や香味野菜を活用する 

 平成 30 年 1 月：住民健診の結果説明会  

栄養士・保健師に直接相談ができます。 

   ※ いずれも日時は村民だよりをご覧ください。 

 平成 30 年 2or3月：栄養教室  

栄養士からの講義・調理実習・試食を行います。 

おいしく健康になるご飯を学びませんか？ 

ポイント１  運動 ポイント２  減塩 

 

 

 

 

 



固有森林生態系回復ボランティア（母島）～2日まで 第35回父母スポーツ交流

小笠原小学校展覧会（～３日） 炭焼体験（父島）

動物対処室休診 高校剣道教室・自習館

国有林保護地域入林講習（母島） 子ども茶会（父島）

ハンミョウイベント（父島）

高校剣道教室・自習館

　　　　　出港日 　　　　　入港日

母島巡回労働相談

都ヤギ排除 農業セミナー（母島）

二見港船舶通行止め

産科・婦人科専門診療（母島）

ヘルスアップ教室（父島）

インフルエンザ第２回（母島） 村議会定例会本会議

　　　　　入港日 　　　　　出港日

小笠原村職員募集〆切（保育士） 地域振興補助募集〆切

定期予防接種 育児学級離乳食の会（父島）

粗大ごみ収集年内最終日（母島） 産科・婦人科専門診療（父島）

～26日まで※23、24除く

母島小中学校ロードレース大会

あかぽっぽの日の集い（父島） 電話による無料法律相談

動物対処室休診 農業セミナー（父島）

世界自然遺産地域連絡会議

　　　　　出港日 さざんくろす体験航海

小笠原凧教室（父島）～25日まで

高校剣道教室・自習館 西島外来植物駆除ボランティア（父島）

宮之浜ビーチクリーン（父島） 高校剣道教室・自習館

福祉バサー（父島） 　　　　　入港日

子ども茶会〆切

都ヤギ排除

固定資産税・後期高齢者医療保険料納期

　　　　　入港日

村議会定例会本会議 世界自然遺産地域科学委員会

インフルエンザ第２回（母島）

弁護士会による法律相談（母島）

税の無料相談（母島） 　　　　　出港日

乳幼児・歯科健診（父島）

不動産登記相談（母島～13日）

村民相談

村議会定例会本会議

弁護士会による法律相談（父島）

粗大ごみ収集年内最終日（父島） 動物対処室休診（～1/5まで）

小児科専門診療（父島）

国有林保護地域入林講習（父島）

税の無料相談（父島）

不動産登記相談（父島） 　　　　　入港日

インフルエンザ第２回（父島）

乳幼児・歯科健診（母島） 高校剣道教室・自習館

行政相談

　　　　　出港日
小児科専門診療（母島）

27 水

28 木

行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1 金 16 土

2 土 17 日

3 日 18 月

4 月 19 火

5 火 20

7

水

6 水

21

金

木

22 金

木

8

10

23 土
土9

25 月

日
24 日

火

11 月

26

29 金

12 火

14 木

13 水

15 金
31 日

30 土

天皇誕生日

旗

12/26 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

12/27 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 飲料缶 平常通り

12/28 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 金属 平常通り

◎ 12/29 (金) 休 休 休 休 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 事前予約分のみ

△ 12/30 (土) 休 休 休 休 平常通り 全域収集 休 事前予約分のみ

○ 12/31 (日) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/1 (月) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/2 (火) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/3 (水) 休 休 休 休 平常通り 休 休 休

1/4 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 全域収集 金属 平常通り

1/5 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

村 営 バ ス

12/26 (火) 平常通り 平常通り

12/27 (水) 平常通り 平常通り

12/28 (木) 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (金) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

△ 12/30 (土) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

○ 12/31 (日) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　 12月29日（金）～1月３日（水）のダイヤは、

◎ 1/1 (月) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　各停留所に年末に掲示いたします。

◎ 1/2 (火) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　●村営バス問合せ先

◎ 1/3 (水) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ 　村営バス営業所　　２―３９８８

1/4 (木) 平常通り 平常通り 　産業観光課　　　　２―３１１４

1/5 (金) 平常通り 平常通り

12/26 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

12/27 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

12/28 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (金) 休 休 休

△ 12/30 (土) 休 休 休

○ 12/31 (日) 休 休 休

◎ 1/1 (月) 休 休 休

◎ 1/2 (火) 休 休 休

◎ 1/3 (水) 休 休 休

1/4 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

1/5 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

焼却ごみ
収    集

扇浦線 循環線

資源回収
（コンテナ）

地域福祉
センター

平常通り
利用申込は
12月2８日

まで

情報
センター

村役場

母島支所

診療所

村民会館

父島
クリーンセンター

（持ち込み）

平常通り

利用申込と
鍵の受取は
12月28日

まで

奥村運動場

診療所

扇浦・奥村
交流センター

評 議 平
運 動 場

※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前に建設水道課
（２―３１１５）への申請が必要です。年内にクリーンセンターへの
持ち込みを希望される方は、１２月28日（木）までにお申し込みく
ださい。※ごみの回収は、１月5日（金）から平常どおりとなります。

年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。なお、診療所での急患対応は、年末
年始を問わず１１９番で取り扱います。村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

父島

母島

※母島のごみ収集、資源回収は、 収集曜日ど
おりに実施します。


